
【学力定着状況たしかめテスト】
期 間 １０月２４日（月）から１１月２５日（金）
問 題 過去に出題された全国学力・学習状況調査問題
目 的 実施日時点における、児童生徒の学力定着状況を把握・分析し、授業

改善等を通じて、児童生徒に当該学年までの学力を定着させること。

岡山県マスコット うらっち

岡山県教育庁義務教育課 検索

「たしかめテスト」に関す
る情報等はこちら。
１０／２４には正答例や解
答類型を掲載します。
わかりやすいと好評の
「活用に関する解説例」は、
１月に掲載します。

http://www.pref.okayama.jp/soshiki/322/

岡山県教育庁義務教育課【学力向上担当者通信】

平成２８年１０月１７日No.８

「たしかめテスト」前後に全教職員で確認しましょう
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「たしかめテスト」実施後

①答え合わせや問題の解説などか
ら、児童生徒の学力定着状況を
把握しましょう。
②つまずきが見られた問題は、早
期解消に向けた取組が行えるよ
う、日常の授業を工夫しましょ
う。

例えば・・・
〇Ａ問題では補充学習等の機会を
利用して、類題を解くなど演習
の機会を確保し、定着を図る。
〇Ｂ問題では、授業中に、誤答を
基に正答に導く条件を確認しな
がら、児童生徒とともに問題を
解く時間を確保し、定着を図る。

・「ふりかえりプリント集」や
「たしかめ・トライシート」等
を活用しましょう。

ポイント 「全教職員で取り組みましょう。」
これまで課題に対して取り組んできた実践の

検証、見直しの絶好の機会です。管理職と相談
しながら、学校全体で取り組むべきことを提案
し、全職員の力で児童生徒の「できた」「分
かった」を増やしましょう。

「たしかめテスト」実施前
「たしかめテスト」は、問題が複数ページにわたる、また、解答に当たり、記

述だけでなくマークシートがあるなど、日頃、児童生徒が受けているテストとは
形式が異なります。実施に関わる職員を中心に、「実施の手引き」を熟読し、児
童生徒が実力を発揮できるよう、確認と準備をしましょう。

「たしかめテスト」フル活用

岡山県マスコット ももっち

「たしかめテスト」をするのではなく、
「たしかめテスト」で何をするのかが大切
です。


